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『虞美人草』歴史篇
                              Junko Higasa

『虞美人草』という川の中を、東西の政権紛争歴史物語が流れてゆく。ひとつはギ

リシャ、ローマ、スコットランドを廻るシェイクスピアの「アントニーとクレオパト

ラ」「マクベス」「ハムレット」という西洋の歴史。そしてもう一つは桓武天皇から始

まる平家物語である。ここでは奇数章の桓武天皇の歴史を追っていこう。

まず第一章は叡山へ登る場面から始まる。外交官になる宗近君は潔く散る国花であ

る桜の杖を何度となく振り回して、動かない甲野さんを叱咤激励して山頂へと導く。

その桜が咲く京都の春は『牛の尿
いばり

も尽きざるほどに、長くかつ静か』で、天武天皇の

落ち玉える昔のままである。牛が表すのは牛頭
ご ず

天皇である。因みに『虞美人草』作中

にはやたらと雨が降る。それはクレオパトラの純愛の風雨であるには違いないが、仏

教でいう煩悩の風雨とも重なり、さらに風雨の象徴とされている牛頭天皇をも表す。

いずれにしても風雨は人の心の乱れと権力の盛衰を物語る。そして叡山はもともと釈

迦の教えを垂れる地域住民の自然信仰の山で、その釈迦の生誕地に因む祇園精舎の守

護神が日本の神仏習合の神である平安京の牛頭天皇であった。伝教大師(最澄)によって

開かれた延暦寺は、神仏習合を推進して「祈祷によって現世利益を獲得する」天台密

教の勢力を伸ばす。そこには事あれば神輿をかついで暴れて政治力を発揮した僧兵が

置かれた。その貴族の支持を集めた延暦寺は、桓武天皇が頼みとした神社である。第

六章で糸子が面白いと言った五重塔がある神社も後にこの延暦寺の下寺となっている。

その後、明治維新の神仏分離によって牛頭天皇は弾圧され、天台宗の祇園社・天王社

はスサノウを祭神とする八坂神社に再編された。宗教の変遷はそのまま政治変遷につ

ながる。そしてまた文明の発展に伴う人々の道徳観にも影響を及ぼす。『虞美人草』の

底には密かに「祇園精舎の鐘の声」という琵琶法師の声が流れてゆく。

そして第三章で『甲野さんは寐ながら日記を記
つ

けだした』甲野さんは業平竹の庭か

ら出る琴の音を聴いて『無絃の琴を聴いて始めて序破急の意義を悟る』と書く。業平

竹すなわち在原業平は桓武天皇の曾孫、平城
へいぜい

天皇の孫である。平城天皇は葛原親王の

兄弟で、葛原親王は平高棟の父である。そして甲野家は桓武平氏、高棟王流で、甲野

さんの日記は高棟流（「日記の家」＝先祖代々の日記を書く)を意味する。また耳にして

いる琴の音は、都落ちの修羅場を描く能の『経
つね

正
まさ

』で、平経正は琵琶の名手であった。

ここでも平家滅亡の音がする。甲野さんは平高棟（身長六尺 180.18ｃｍ、美しいあご

ひげ、幼少の頃より聡明、古い伝記読破、晩年仏教に帰依）によく似ている。

そして次の第五章。『甲野さんも、宗近君もこの精舎を、尤も趣ある横側の角度から

同時に見上げた』見上げたのは夢想国師が建てた堂である。夢想国師（疎石）は真言

宗・天台宗を学んだが、母親は平家一門、あるいは源頼朝の鎌倉幕府の執権で桓武平

氏の末裔である北条家の出と伝えられている。

そして第七章で『黒い影はなだれ始めた』平家打倒の陰謀は甲野家に近づく。この

黒い影は第一章の保津川から見えた影であり、第一章の甲野さんの『あの山は動ける

かい』と、この章の宗近君の『君は全く動かないか』という言葉は対を成す。叡山が

動けるか動かないか、それは血脈維持に関わる。過去の京都の影と甲野さんたちを乗

せた列車の窓からは富士山が見える。宗近君が『ちっと富士でも見るがいい』という



と甲野さんが『叡山よりいいよ』という。それぞれの山は様々な意味を持つが、ここ

では叡山（山王信仰）は祈祷による長命(天皇長命)、富士山（浅間信仰）は人間の寿命

有限説(天皇短命)として捉えることにする。平家の嫡男である甲野さんは生き延びられ

るか、短命に終わるか。甲野さんは藤尾に財産相続させて家を出るつもりである。桓

武天皇が坂上田村麻呂を起用して、嫡子の平城天皇の脱出と薬子の政権利用の野望を

阻止した「薬子の変」のように、宗近君が嫡子の甲野さんの脱出を止めて、藤尾の野

望を打ち砕くのは、この小説の結末を迎える前章、第十八章まで待つこととなる。

さてここから章は変則になり、偶数章の第八章にはっきりと桓武天皇の名前が出て

くる。宗近老人が説く釈迦の教えは、若い年代には通じない。『過去は死んでいる』そ

して第九章で小野さんと小夜子の間で語られる「小督
こ ご う

の局
つぼね

」は、高倉天皇の愛した姫

君である。高倉天皇は後白河天皇と平滋子の子である。これも平家の血筋であるが、

その局の墓の周りは今や掛茶屋が増えて観光化し、昔の面影はない。そして小夜子の

手ではない琴の音が、どこからかその死んだはずの過去を連れてくる。

第十章で宗近老人は「いざ！鎌倉」北条時頼の『鉢の木』を謡う。糸子の裁縫鋏に

は叡山の猿がついている。第十一章では遂に小夜子という京都の過去が、北条氏の分

家となるはずの藤尾の前に現れる。第十四章では、過去を振り切ろうとする小野に「琴

の音」という深い因縁が迫る。『春は行く。行く春は暮れる』京都の栄枯盛衰である。

そして第十五章。甲野さんの書斎に謎の女：藤尾の母がやってくる。甲野さんが鉛

筆で「烏」と書いた文字が「鳥」に変化し、「鴃
げき

舌
ぜつ

(訳が分からないという揶揄)」にな

る。そして藤尾を呼んでくださいと言い、三つ鱗すれすれに円を描く。三つ鱗は先に

述べた通り桓武平氏の流れを汲む北条家の家紋であり、円を加えると分家になる。そ

してその家紋は、執権のときは正三角形、後北条は二等辺三角形である。しかし甲野

さんは円と鱗の間を塗る。『行儀よく三つ鱗の外部
そとがわ

を塗り潰す子と、尋常に手を膝の上

に重ねて、一劃
いっかく

ごとに黒くなる円の中を、端然
たんねん

と打ち守る母とは、感雍
かんよう

の母子である。

執権時代   後北条     逆円（逆縁）

和怡
わ い

の母子である』情景は心が通じてい

る穏やかな母子である。けれど描く図は

塗り潰しが逆であり、心が通じていな

い、本当の母子ではないことを物語る。

甲野さんの描く図は逆円すなわち逆縁である。しかも甲野さんは一本一本線で描く。

それは即ち涙の雨である。そこへ藤尾が登場して『炙り出しはどうして』と聞く。こ

れは「江の島伝説」で、初代：北条時政が江の島弁財天に子孫繁栄祈願したときに美

女に変身した大蛇が神託を告げて去ったという話に由来する。ここに描かれた三つ鱗

は甲野家の子孫継続に関わる神託の炙り出しである。

そして第十六章で、宗近老人が息子に『これが例の二人静だ』「白い穂がきっと二本

ずつ出る」と花の鉢を見せる。これは源義経を慕った静御前である。『謡曲に静の霊が

二人して舞うという事がある』 「静の舞」が描かれる『吾妻鏡』は源氏から政権を奪

った北条氏の編纂である。続く第十七章では、甲野さんは宗近君が到着するまで、そ

の北条氏の三つ鱗を描き続けていた。甲野さんは第一章に戻り、心の中で叡山に登る。

『ただ万里の天を見る』釈迦のいう「悟りの境地」が近くにある。

そしていよいよ第十九章で、藤尾に死が訪れる。こうして桜の春、桓武天皇から始

まった『虞美人草』の平家物語は、栄華を誇った我の女が滅びて幕を閉じた。『春に誇

るものは悉く滅ぶ』―「驕れる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし」(2013.11.10)
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